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論文の内容の要旨

　本論文は，高エネルギー加速器研究機構パルス中性子散乱施設に大強度・超高分解能中性子回折装置Siriusを建

設し，その性能評価および材料科学への応用を記述したものである。主な内容をまとめると，

　1）△d／d＝O．1％という国内最高（世界で第2位）の分解能を達成した。

　2）標準試料Si，二次電池材料LiMn．O。のリートベルト解析を用いた構造解析の結果，粉末中性子回折装置とし

　　て非常に高い性能を有することが示された。

　3）Paris－Edinb㎜ghセルを用いた高圧下の中性子回折実験によるLaCr○。の相転移の研究，大強度を利用した短

　　時問測定（1測定15分）での（La，Sr）。Mn○。の100K－300Kにおける格子定数の測定，広い測定Q領域を

　　利用したpaiトdis出butionf㎜ctionによるCeO。の局所構造の解析などへの応用が開かれた。さらに，Siriusの広

　　い背面反射バンク（2θ～180。）を利用してT○トLaue法を確立し，A1。○。κAG共晶複合材料におけるA1．O。

　　相およびYAG相の方位関係を決定し，両相の残留歪の値を求め，高温強度のメカニズム解明への鍵である相

　　境界のモデルを提唱した。

審査の結果の要旨

　本研究で開発されたS辻iusは，日本で最初のパルス中性子源を利用した超高分解能中性子回折装置であり，現在

日本原子力研究所での進行中の大強度パルス中性子源建設と相侯って，材料科学の多くの分野での応用が期待さ

れる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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